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館
林
は
、
４
月
〜
５
月
に
か
け
て
「
世
界
一
華
や
か
な
街
に
な
る
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
桜
に
始
ま
る
春
の
花
前
線
は
、
群
馬
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の

ツ
ツ
ジ
へ
と
続
き
ま
す
。
１
万
株
・
50
余
種
の
ツ
ツ
ジ
が
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
と

美
し
く
咲
き
誇
る
様
は
、ま
さ
に
館
林
の
シ
ン
ボ
ル
。一
方
、「
ザ
・
ト
レ
ジ
ャ
ー

ガ
ー
デ
ン
館
林
」
で
は
芝
桜
が
開
花
し
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
華
麗
な
花
々
は

５
月
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

　

お
っ
と
そ
の
前
に
、
館
林
駅
西
口
が
大
き
く
様
変
わ
り
。
世
界
的
に
も
貴
重

な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

館
林
・
茂
林
寺
前（　
　

）

た
て
ば
や
し
・

も
り
ん
じ
ま
え
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円
い
ア
ー
チ
の
時
計
塔
で
親
し
ま
れ
て
き
た
館
林
駅
。

そ
の
玄
関
は
こ
れ
ま
で
東
口
の
み
で
し
た
が
、
駅
舎
全
体

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
橋
上
駅
舎
と
東
西
自
由
通
路

が
完
成
し
、「
関
東
の
駅
百
選
」
の
旧
駅
舎
の
姿
を
残
し

た
ま
ま
、
新
た
に
館
林
駅
西
口
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

西
口
開
設
に
伴
っ
て
現
在
、
駅
前
広
場
が
急
ピ
ッ
チ
で

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
昨
年
11
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、
製
粉
の
歴
史
と
未
来
へ
繋
が
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
情
報
発
信
す
る
「
製
粉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。

実
は
館
林
は
、
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
発
祥
の
地
（
明
治
33

年
創
業
時
は
館
林
製
粉
）。
明
治
40
年
に
館
林
駅
が
開
業

す
る
と
、
原
料
や
製
品
の
大
量
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
そ

の
後
は
国
内
屈
指
の
製
粉
会
社
と
し
て
、
ま
た
地
元
の
基

幹
産
業
と
し
て
、
館
林
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
１
世
紀
を
超
え
た
食
文
化
の
歴
史
と
技
術
、

熱
い
思
い
を
発
信
す
る
施
設̶

̶

そ
れ
が
製
粉
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
の
で
す
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
新
館
。
小
麦
を
粉
砕
す
る
ロ
ー
ル
機

や
、
サ
イ
ズ
別
に
小
麦
の
粒
を
振
る
い
分
け
る
シ
フ
タ
ー

を
新
旧
並
べ
て
展
示
し
、
製
粉
の
最
先
端
技
術
を
パ
ノ
ラ

マ
シ
ア
タ
ー
で
分
か
り
や
す
く
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

明
治
の
創
業
時
の
工
場
を
解
体
・
移
築
し
た
建
物
で

あ
っ
た
本
館
に
は
、
日
清
製
粉
の
歴
史
や
、
製
粉
に
情
熱

を
か
け
た
歴
代
経
営
者
ゆ
か
り
の
写
真
や
遺
品
を
展
示
。

さ
ら
に
敷
地
の
大
半
は
広
大
な
芝
生
の
回
遊
庭
園
で
、
池

の
飛
び
石
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
時
代
に
フ
ラ
ン

ス
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
石
臼
で
す
。

　

春
に
は
敷
地
の
２
本
の
大
き
な
サ
ク
ラ
の
樹
が
満
開
に
。

館
林
駅
西
口
の
新
し
い
花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

製
粉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

館
林
駅
西
口
に
オ
ー
プ
ン
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館
林
駅
東
口
か
ら
足
を
延
ば
せ
ば
、
水
鳥
が
遊
ぶ
城

じ
ょ
う

沼ぬ
ま

が
広
が
り
ま
す
。
そ
の
南
岸
一
帯
が
「
つ
つ
じ
が
岡
公
園
」。

江
戸
時
代
か
ら
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
樹
齢

８
０
０
年
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
は
じ
め
、
１
万
株
の
ツ
ツ
ジ

が
城
沼
の
ほ
と
り
を
絢
爛
豪
華
に
彩
り
ま
す
。
そ
の
50
余

品
種
の
中
に
は
館
林
で
開
発
さ
れ
た
新
品
種
や
、
館
林
出

身
の
向
井
千
秋
さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
持
ち
込
ん

だ
種
子
を
育
て
た
「
宇
宙
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
も
あ
り
。

　

ま
た
こ
の
時
期
、
城
沼
に
流
れ
込
む
鶴つ

る

生う

田だ

川が
わ

に
は
数

千
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
城
沼
周
辺
に
は
「
向
井
千
秋

記
念
子
ど
も
科
学
館
」
や
「
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
」
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
、
館
林
駅
か
ら
電
車
で
茂
林
寺
前
駅
へ
。

「
ぶ
ん
ぶ
く
茶

」
で
有
名
な
茂
林
寺
の
境
内
に
ず
ら
り

並
ぶ
タ
ヌ
キ
像
た
ち
。
こ
の
季
節
に
は
兜
を
か
ぶ
り
、
鯉

の
ぼ
り
を
手
に
し
て
参
拝
者
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

　

茂
林
寺
か
ら
遊
歩
道
を
伝
っ
て
い
く
と
、
花
の
楽
園

「
ザ
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
ガ
ー
デ
ン
館
林
」
に
到
着
。「
芝
桜

の
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、
４
月
上
旬
か
ら
25
万
株
の
芝
桜
が

開
花
し
て
、
大
地
が
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
に
彩
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
比
し
て
「
青
の
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、
青
系
の
芝

桜
や
可
憐
な
ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど
22
万
株
の
花
々
が
大
海
原

の
景
観
を
演
出
。
見
渡
す
限
り
の
花
の
絨
毯
は
、
そ
こ
に

立
っ
て
い
る
だ
け
で
夢
の
中
に
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
主
役
は
バ
ラ
。
水
路
脇
を
歩
い

て
花
を
堪
能
す
る
「
ロ
ン
グ
ボ
ー
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
と
ブ

ル
ー
ロ
ー
ズ
が
美
し
い
「
水
辺
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
で
心
を
癒
や
す
７
つ
の
シ
ー
ン
と

７
つ
の
バ
ラ
の
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

芝
桜
と
バ
ラ
が
魅
了
す
る

ザ
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
ガ
ー
デ
ン
館
林
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館林・茂林寺前データファイル
〈製粉ミュージアム〉・・●交通＝館林駅西口すぐ　●開館時間
＝10：00～ 16：30（入館は16：00まで）　●休館日＝月曜（祝
日・振替休日の場合は翌日）、年末年始など　●入館料＝大人
200円／子ども（小・中学生）100円　☎0276-71-2000
〈ザ・トレジャーガーデン館林〉・・●交通＝茂林寺前駅徒歩15
分　●開園期間＝春季（4月～ 6月）…無休、夏季（7月～ 9
月上旬）…祝日を除く月・火定休、秋季（9月中旬～11月）…
無休、冬季（12月～ 3月）…祝日を除く月・火定休　＊年末
年始休園　●開園時間＝9：00～ 17：00（冬季は9：30～
16：30）＊入園は閉園時間の30分前まで　●入園料＝開花状
況に合わせた変動制（500円～ 1500円を予定）　●芝桜フェ
スタ＝4/6（土）～5/6（祝）　☎0276-55-0750
〈向井千秋記念子ども科学館〉・・●交通＝館林駅徒歩20分　
●開館時間＝9：00～ 17：00（入館は16：30まで）　●休館
日＝月曜（休日の場合、翌日休館）、国民の祝日の翌日（土・日
を除く）、年末年始、設備点検期間　●入館料＝おとな（高校生
以上）310円／こども（中学生以下）無料　＊プラネタリウム観
覧料は、おとな520円／こども210円／幼児無料　☎0276-
75-1515
〈茂林寺〉・・●交通＝茂林寺前駅徒歩７分　●宝物拝観時間
＝9：00～ 16：00　●宝物拝観料＝おとな300円／こども
150円　☎0276-72-1514
〈花山うどん〉・・●交通＝館林駅東口徒歩１分　●営業時間＝
11：00 ～ 15：30（土・祝日は～ 15：00）＊麺がなくなり次
第終了　●定休日＝日曜、最終土曜　＊臨時休業、臨時営業も
あり　☎0276-74-0178
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